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５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

 

[１] 都市福利施設の整備の必要性  

 

（１）現状及び必要性 

本市の中心市街地には、県南地域の医療機関の中核である宮崎県立日南病院をはじめと

する１５箇所の医療機関、保育所や幼稚園、また、市内の障がい児の受入重点校に位置付

けられ、整備を行った油津小学校、更には市立図書館の分館を併設した「生涯学習センタ

ーまなびピア」などが集積している。これらの施設は、市全域はもとより、県南地域の多

くの住民も利用している。 

一方、住民のニーズ調査や意見交換会の結果によると、病院や診療所などの施設の集積

には一定の評価はあるものの、今後求められるものとしては、「高齢者福祉に関する施設」

や「子育て支援施設」、更には「高齢者と子供とがふれあい交流のできる施設」のニーズ

も増加してきている。 

中心市街地においては、市民のニーズに応え、子育て支援や高齢者のサポート施設の充

実など、利便性の高い新たな機能を集積させ、生活利便性や都市機能の向上を図る必要が

ある。 

 

 

（２）都市福利施設の整備の方針 

これまで進めてきた障がい児のための教育環境の充実を図るとともに、安全安心な子育

て環境を形成するための「子育て支援施設」や「放課後児童対策」、高齢者と子ども達が

交流できる「多世代交流施設」、地域住民相互の交流や市民団体の活動を促進する「市民

活動支援センター」、地域活動や来街者が気軽に休める場となる「日南市コミュニティス

ペース」など、生活を支える環境の整備を進める。 

（主な整備事業） 

・複合機能ビル建設事業【再掲】 

・子育て支援施設整備事業 

・多世代交流モール整備事業 

・市民活動支援センター整備事業 

・日南市コミュニティスペース事業  など 

 

 

（３）フォローアップの考え方 

事業の進捗状況を毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための改善措置を講じて 

いく。 
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[２]具体的事業の内容 

（１）法に定める特別な措置に関連する事業 

  該当無し 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

●事業名 

子育て支援施設事

業 

 

●事業内容 

子育て支援施設の

設置 

 

●実施時期 

H26年度～ 

 

日南市 

【位置付け】 

安全安心な子育て環境を

整備し、まちの魅力を高める。 

【必要性】 

保育士による子育て支援サ

ービスの提供や、多くの親子

が交流できる施設を設置する

ことで、まちの元気・こころの元

気を形成し、まちなかの賑わ

いを生みだすために必要な事

業である。 

●支援措置 

①社会資本整備

総合交付金 

（都市再生整備計

画事業（油津地

区：三期計画）） 

②次世代育成支

援対策交付金 

 

●実施時期 

①H27～28年度 

②H27年度～ 

 

●事業名 

市民活動支援センタ

ー整備事業 

 

●事業内容 

まちづくりや地域活

性化等の、コミュニ

ティ活動を支援する

センターの整備 

 

●実施時期 

H27年度～ 

 

日南市 

【位置づけ】 

 地域住民相互の交流や市

民団体の活動を促進するセン

ターを設置し、まちの魅力を

高める。 

【必要性】 

 地域住民や市民団体が交

流し、市民が主体となった活

動を促進する施設を設置する

ことで、まちの元気・心の元気

を形成し、まちなかの賑わいを

生み出すために必要な事業

である。 

●支援措置 

 社会資本整備

総合交付金（都市

再生整備計画事

業（油津地区：三

期計画）） 

 

●実施時期 

 H27～28年度 

 

●事業名 

多世代交流モール

整備事業 

 

●事業内容 

商店街の空き店舗を

一部取り壊し、高齢

 

株式会社 

油津応援

団 

 

 

【位置付け】 

高齢者と子育て世代、子ど

も達の世代間交流ができる環

境を整備し、まちの魅力を高

める。 

 

【必要性】 

●支援措置 

①商店街まちづく

り事業（中心市街

地活性化事業） 

②中心市街地活

性化ソフト事業 
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者や子育て世代、子

ども達の多世代が交

流できるコミュニティ

施設を設置、運営す

る。 

●実施時期 

H26年度～ 

多世代が交流できる施設を

設置することで、まちの元気・

こころの元気を形成し、まちな

かの賑わいを生みだすために

必要な事業である。 

 

●実施時期 

①H26～27年度 

②H27～28年度 

 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

●事業名 

岩崎 3丁目東地区

優良建築物等整備

事業 

（複合機能ビル建設

事業）【再掲】 

 

●事業内容 

まちなか医療施設の

設置 

 

●実施時期 

H24～28年度 

 

地権者 

【位置付け】 

複合機能ビル内に医療施

設を設置することで、まちの利

便性を高める。 

 

【必要性】 

まちの利便性を高め、多様

な来街を促すために必要な事

業である。 

●支援措置 

社会資本整備総

合交付金 

（優良建築物等整

備事業） 

 

●実施時期 

H25～28年度 

 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

●事業名 

放課後児童対策事

業 

 

●事業内容 

小学校区における子

どもの居場所づくり 

 

●実施時期 

H14年度～ 

 

日南市 

【位置付け】 

共働き世帯が増加するな

か、放課後の子どもの居場所

づくりを行い、安全安心な子

育て環境を整備する。 

 

【必要性】 

安全安心な子育て環境を

整備し、定住人口の増加のた

めに必要な事業である。 

 

●支援措置 

放課後児童健全

育成事業費補助

金 

 

●実施時期 

H14年度～ 

 



177 

 

●事業名 

保育所民営化 

 

●事業内容 

交通の便の悪い場

所に立地する公立

保育所２所を統廃

合・民営化し、利便

性の良い場所への

移転 

 

●実施時期 

H25年度～ 

 

民間 

【位置付け】 

 交通環境等の利便性の高

い場所へ移転するとともに、民

間活力を活かすことで、保育

サービスの更なる充実を図

る。 

 

 

 

【必要性】 

子育てしやすい環境を整

え、中心市街地の魅力を高め

るために必要な事業である。 

●支援措置 

子育て支援対策

臨時特例交付金 

 

●実施時期 

H24年度 

 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

●事業名 

日南市コミュニティ

スペース事業 

 

●事業内容 

地域住民や来街者

が立ち寄りやすいス

ペース及び多目的ト

イレの開放 

 

●実施時期 

H24年度～ 

 

日南市 

 

【位置付け】 

オラレ設置に伴うコミュニテ

ィスペースを活用し、地域住

民や来街者が気軽に集える

オープンスペースや多目的ト

イレを開放し、まちの利便性を

高める。 

【必要性】 

誰もが気軽に使えるスペー

スや多目的トイレを設置するこ

とで、まちの利便性を高め、人

の集まりやすい環境形成のた

めに必要な事業である。 

●支援措置 

なし 

 

●実施時期 

 ― 

 

●事業名 

学校生活支援員配

置事業 

 

●事業内容 

障がいを持つ児童に

対する学校生活支

援員の配置 

 

日南市 

【位置付け】 

障がいを持つ児童の受け入

れ重点校となっている油津小

学校に、学校生活支援員を

配置することで、児童の安全

性及び快適性を確保するとと

もに、保護者の負担軽減を図

る。 

●支援措置 

なし 

 

 

●実施時期 

 ― 

 



178 

 

 

●実施時期 

H21年度～ 

【必要性】 

子育てに必要な機能を充

実させ、生活利便性の向上を

図るために必要な事業であ

る。 

 


